
示機能

こんにちは。日本ファブテック KAPシステム部です。 🎅🎄 年内最後の配信となりました。

日頃より、皆様から賜りました多大なるご支援に、深く感謝申し上げます。

さて、年末の慌ただしい時期、仕事に集中していても、なんとなく頭がぼんやりする日……

ありませんか？💭 そんな時に気軽に試していただきたいのが、「グラウンディング」という

リセット方法です 🌏 やり方はとても簡単です。 足裏をしっかり床につけ、両手をできるだ

け大きく広げて、深呼吸するだけ。 たったこれだけで頭のモヤがすっと晴れ、散らばった意

識がまとまり、心と体のバランスが整います 🤲 実は、パワースポットに行った時に感じる

“整う感覚”も、このグラウンディングと同じ原理なんだとか ✨ 自然の多い場所や神社で、地

面の重さを感じると調和が取れると言われています ⛩️🌿 前後で片足立ちの安定感が変わる

ので、驚くかもしれませんよ 🤸‍♂️ 忙しい日でも、ちょっとした「足裏リセット」で、集中力

がぐっと戻ります ⚡

今回は、8月にご紹介した 「エラーチェック機能」 に追加された新機能 『 エラーの限界値設

定とエラーの内容ごとの色分け表示 』 のご紹介です。

今日も軽やかに、良い流れをつかんでいきましょう！

【 下準備 】エラーチェックを始める前に、ウェブDBアクセスの項目にチェックを入れる

パラメータ → 管理資料 → ☑ウェブDBアクセス



管理資料 → 出力

【エラーチェック】KAPツール > ネット > 3D出力（部材選択）

【 エラーチェック 】
従来のエラーチェックに、エラーの限界値設定、エラーの内容ごとの色分け表示の機能が追加され

ました。

モデル作成時に様々な内容でエラーチェックを行い、3Dモデルを構築する際にエラー箇所の色を変えて強調表示します。

新たに追加されたエラーチェックの新機能2つ
1️⃣ 一部のエラーチェックにおいて、エラーの 限界値 を設定できる機能

2️⃣ エラー内容ごとに該当する3Dモデルの部材を色分けして表示できる新機能

💻  パラメータ→工事全般→エラー処理→ ☑全ピースエラー情報チェックを行う

→限界値設定の入力 → 確定 → モデル作成

1️⃣エラーの限界値設定



➤3D出力（部材選択）を選択

⬜ 短管長さ限界値

・・・短管の長さの最短値を設定

⬜ 内ダイア取付距離限界値

・・・内ダイアまでのパネルの距離の最短値を設定

⬜ 短管内内ダイア枚数限界値

・・・仕口内に生成される内ダイアの枚数上限の設定

⬜ 通しダイア出寸法限界値

・・・通しダイアの出寸法の最短値を設定

⬜ 水勾配時の段差目違い

・・・水勾配時の段差目違いの最低値を設定

⬜ CFT柱の内ダイア芯間寸法限界値

・・・CFT柱のみ内ダイアの芯同士の距離の最低値を設定

モデル作成後の手順

💻 3D出力（部材選択）→「 エラー内容ごとに色変更 」を選択 → ３D出力

2️⃣エラー項目の色分け表示設定

➤エラー内容ごとに色変更 を選択

処理パラメータ設定



⚠️ エラー内容表示例（色分け）

・主材が干渉しているため、赤色で表示される

・エラー登録をした部材のため、黒色で表示される

（※エラー内容一覧にないエラー項目も黒色で表示される）

🟧 エラー内容⼀覧 🟧



以上『 エラー内容ごとに色分けしたエラーチェックとエラー値の設定  』についてご紹介しました🖊️今後

の業務にお役立ていただけましたら嬉しいです！ 最後まで読んでくださり、ありがとうございました😊

今年一年、格別のご愛顧を賜り、誠にありがとうございました。 来年も皆さまのお役に立てるサービスを

目指してまいります。 どうぞ良い年末年始をお過ごしください。

次回配信予定は 1月5日(月) となります。 ぜひお楽しみに😄🎉

https://xgew-zvmpt.maillist-manage.jp/ua/testemail?od=3z9c228303dc9e61ffb49b2f9e2d66088df1047de1d2e8faf7274356d655875478&cmpDgs=19101ef8e6c9d9&tm=unsub



